
  　　　　 2014年度学校関係者評価報告

　2014年度の学校自己評価に基づき、学校関係者評価を行いましたので、ご報告いた

します。

1：委員会構成

後援会代表　　　　　2名

愛友会代表　　　　　2名

教育会代表　　　　　2名

本校関係者　　　　　4名

2：委員会開催日時

第１回：平成27年7月4日（土）　午後1時～3時30分

　　　　　　9名参加（教育会代表１名欠席）

第2回：平成27年9月5日（土）　午前10時30分～11時30分

　　　　　　8名参加（教育会代表１名・後援会代表１名欠席）

3：評価・提言

　◎　建学の精神、カトリックの教えに基づく教育、愛校心は浸透している　

　　　が、家庭との連携が小学校時代から比較すると減少したように思う。

学 　　　保護者への連絡などが十分に伝わっていないところがあるので、改善

　　　を図って欲しい。→平成27年度はフェアーキャスト以外にも新たなシ

　　　ステム導入を検討している。またクラス単位で発信できるようにもし

校 　　　した。

　◎　教育計画が十分に進めらていることは良いし、自習時間がほとんどな

　　　いということは評価できる。

運 　◎　会議の有効性があまり良くないが、どのような種類の会議に対してで

　　　あるのか分かりにくい。

　◎　学校運営にも教育会との連携を深め意見を取り入れる機会も設けては

営 　　　どうか。→平成27年度は保護者アンケートという形で検討している。

　◎　学校の安全対策は十分すぎるということはない。平成27年度は小学校

　　　の建て替えなどの関係から工事が続くので、「何かあるかもしれない」

　　　という観点からもう一度見直して欲しい。



　◎　情報の危険をさらに知らせることや、LINEやFACE BOOKなどのチェック

教 　　　をする必要性もあるのではないか。

　◎　担任だけでなく、教科担当者からの話も聞いて、子どもの学力などの

育 　　　情報を知ることができるようにして欲しい。

　◎　部活動が盛んなことは評価できる。平成27年度では体操競技部がイン

内 　　　タ－ハイに出場したし、コーラス部や美術部など文化部でも全国大会

　　　の可能性があるということであり、大いに喜んでいる。さらに地域の

容 　　　活動に部活動の生徒が参加していることもすばらしい。

　◎　生徒会活動がもっと活発になるようにして欲しい。

　◎　卒業生の立場から見ると、少し緩くなった気がする。生活指導をしっ

　　　かりるする学校であってほしい。

生 　◎　学校の教育環境の中で、優しい子どもたちが育っているのはすばらしい

徒 　　　し、今後も継続して指導して欲しい。

指 　◎　担任とは話をしっかりしているかもしれないが、もっと保護者を巻き

導 　　　込んだ形の進路指導が望ましい。

　◎　高校2年生でコースを決定するが、親から見た場合、本人に合っていな

　　　いと思うこともある。3年生でのコース変更はできないものか。

教員 　◎　学内研修は十分なようだが、学外研修の参加ができていないので、で

研修 　　　きる状況を作り、研究成果の共有を図って欲しい。

他 　◎　帰国子女や外国籍の入学者に対して取り出し授業などの特別なシステ

　　　ムがあるということだが、これをもっと回りに発信して欲しい。


